
区　分

備考

○講演会の開催
　　・日時：平成29年11月30日（木）16：00～17：00　会場：北区文化会館　ホール
　　・演題　「越後平野の変遷とかろうじて残された潟
                               ～ラムサール条約都市・新潟に向けて～」
　　・講師　大熊　孝（新潟大学名誉教授・新潟市潟環境研究所所長）
　　・対象　北区の自治会長（北区自治会長・町内会長に感謝の集いと同時開催）
　　・参加者　78名（自治会長）

○水の駅「ビュー福島潟」の展示内容のリニューアル
　　・国の天然記念物オオヒシクイの剥製（博物館所蔵）を展示(期間限定)
　　・４階の大型アクリル板展示内容の更新
　　・6階の展望スペースの景色解説表示を最新の写真に更新
　　・テレビモニター放映用のＤＶＤの作成

○「北区の水辺マップ」作成
　　・既存の水辺マップをリニューアルし発行する（10,000部）
　　・地図や写真、治水事業などについて最新の情報に更新
　　・福島潟全体図イラストを変更し、自然や治水を紹介

テーマ・事業名
北区の潟の魅力発信事業
【事業費予算　800千円】

事業目的・概要
福島潟のラムサール条約登録に向けて区民の理解を深めるとともに、水辺環境の保
全と活用を図る。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○北区の水辺環境のシンボルである福島潟のラムサール条約登録に向けた取り組み
について、区民に広く周知し、理解を深めるとともに、水辺環境の保全と活用への機運
の醸成について検討した。

○北区の自治会長向けに、大熊孝先生を講師として講演会を開催し、条約の基本理念
である「湿地の保全とワイズユース」について周知及び理解を深めることができた。

○オープン20周年を迎えた水の駅「ビュー福島潟」を現地視察し、施設職員からの展示
等に関する説明をもとに現状の把握や課題などを話し合った。その結果、館内の解説
板の内容などを更新し、オオヒシクイを身近に感じることができるよう剥製を館内展示し
たことで、福島潟の魅力を増加させることができた。

○「北区の水辺マップ」（６年前作成）のリニューアルは、最新の地図やバードビューに
よる潟の写真やイラストへ更新、福島潟の治水事業の紹介など、北区の潟の新たな魅
力の発見につなげることができた。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な
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